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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本語を第二言語とする児童・生徒を対象に、漢字の「読み方」の
学習を促進するだけでなく、日本語の文章理解力を向上させる新しいVA シャドーイング法を検証し、発達段階
に応じた合理的かつ効果的な日本語指導モデルを開発することであった。その結果、漢字の「読み方」の学習に
ついて、従来のVAシャドーイング法は、青年前期の学習者のみに効果があることが判明した。児童期の学習者に
対しては、課題の既有知識を活性化した後にVAシャドーイングを行うと効果があることが明らかになった。しか
しながら、開発したVAシャドーイング法が、日本語の文章理解力を向上させるかに関する検証には辿り着くこと
ができなかった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to validate a new VA shadowing method aimed at 
improving not only the reading of kanji characters but also the comprehension of Japanese sentences 
among children and students learning Japanese as a second language. As a result, it was found that 
the traditional VA shadowing method was effective only for learners in their early youth in terms of
 learning how to read kanji characters. For children learners, it was revealed that conducting VA 
shadowing after activating existing knowledge related to the task was effective. However, it was not
 possible to reach a conclusion regarding whether the developed VA shadowing method contributes to 
enhancing the comprehension of Japanese sentences.

研究分野：学習開発学

キーワード： 漢字の読み方　VAシャドーイング　文章理解　理科　読み物
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的・社会的意義は以下の通りである。先行研究では明らかになっていなかった、課題に対する
既有知識の活性化が漢字の「読み方」の学習を促進する可能性があるという新たな知見を得た。本研究の調査対
象は英語を母国語としている日本語の初学者であり、漢字の「読み方」の学習を促進するほどの日本語（特に漢
字）に関する既有知識を豊富に持ち合わせているとは考えにくい。母語（英語）による既有知識がどのように漢
字の「読み方」の学習に貢献しているのか、あるいは、別の要因なのかは定かではないが、この点を明らかにで
きると、非漢字圏の日本語学習者に対するより効果的な漢字学習法を開発できる可能性があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究の目的は、日本語を第二言語とする児童・生徒を対象に、漢字の「読み方」の学習を促

進するだけでなく、日本語の文章理解力を向上させる新しい VA シャドーイング法を検証し、発
達段階に応じた合理的かつ効果的な日本語指導モデルを開発することにあった。近年日本では
日本語を第二言語とし、日本語力が発達段階に追いついていない児童・生徒数が急増しており、
こうした児童・生徒に対して、漢字の「読み方」の学習を効果的に進め、日本語の文章理解力を
いかに高めていくかが喫緊の課題となっている。この課題について、我々はこれまでに漢字の
「読み方」の学習に対し「音声」と関連づけて学習を促進する VA シャドーイング法を開発し、
漢字圏・非漢字圏の日本語学習者を対象に、その効果を実証的研究により明らかにしてきた。し
かしながら、日本語の習得においては漢字の「読み方」の学習効果を、文章理解力育成に関連づ
けることが必要であるが、先行研究には、こうした研究は見当たらない。 
 日本語の漢字には音読みと訓読みがあり、その読み方を文脈によって判断しなくてはならな
い。VA シャドーイング法とは、文章についてビジュアル・シャドーイング（パソコンを活用し
指定された時間で音読すること）と音声シャドーイング（呈示される音声を即座に口頭で繰り返
すこと）を交互に行うことで、文脈の中で漢字と音声を関連づけ、漢字の「読み方」の学習を促
進する方法として、その効果についての実証的研究が進められてきた。 
  
 
２．研究の目的 
先行研究では、英語教育の分野における VA シャドーイング法の聴解力向上に対する効果に

ついて、より詳細な分析を行うために Kintsch らの状況モデルに基づいた文章理解力テストを
開発し、学習者の文章理解力を３段階（表層・命題・状況モデル）で測定した（中山・森，2012）。
その結果、VA シャドーイング法は、従来のシャドーイング法と比較して、文章理解の最も高次
なレベルである状況モデルの構築（文章全体の理解）を促進することが明らかになった。しかし
ながら、日本語教育の分野では、VA シャドーイング法が同様の効果をもたらすかどうかについ
ては未だ検討されていない。そこで本研究では、先行研究（中山・森，2012）を参考に、漢字の
「読み方」の学習を促進するだけでなく、日本語の文章理解力を向上させる新しい VA シャドー
イング法を検証し、発達段階に応じた合理的かつ効果的な日本語指導モデルを開発する。本研究
の目的は、日本語を第二言語とする児童・生徒を対象に、漢字の「読み方」の学習だけでなく、
文章全体の理解を促進する効果的な VA シャドーイング法を検証し、発達段階に応じた合理的
かつ効果的な日本語指導モデルを開発することにある。 
 
３．研究の方法 
VA シャドーイング法を活用した発達段階に対応する妥当性・信頼性の高い日本語指導モデル

を開発する。具体的には、各学齢期で学ぶ理科分野に関する VA シャドーイング法教材と、その
効果や日本語の文章理解力を測定する読解・聴解テストを、先行研究（中山・森，2012）を参考
に開発し、下の図のとおり実地調査・効果測定・教材修正を繰り返し、より信頼性の高い日本語
指導モデルを開発する。文部科学省が示す発達段階の特徴を参考に、本研究の調査対象を学童前
期（小学校低学年）、学童後期（小学校高学年）、青年前期（中学校１・2 年生）の３つのグルー
プに分割し、年度ごとに調査対象を定め、VA シャドーイング法教材およびテストの開発・実地
調査・統計的分析による効果測定を行い、発達段階に適した日本語指導モデルを開発する。さら
に、2020年度と 2022年度には、それまでに開発したそれぞれの日本語指導モデルについて、専
門家による検証や統計的分析をさらに進め、その妥当性と信頼性を再検証し、発達段階全体を見
通した日本語指導モデルとは何かを明らかにする。 
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４．研究成果 
 研究の方法で述べた２つのフェーズに分けて研究成果を報告する。 
(1)フェーズ１（2018年度から 2019年度）で得られた成果は以下の通りである。 
当初は、文部科学省が示す発達段階の特徴を参考に、本研究の調査対象を学童期前期（小学校
低学年）に定め、VA シャドーイング法教材を作成する予定であった。しかしながら、従来大学
生を対象に実証研究を進めてきた VA シャドーイング法が、発達段階にある学習者に適切である
かを検証する必要があったため、その検証と分析を実施し、結果について学会発表を行った。具
体的には、第二言語として日本語を学ぶ学童期前期から青年前期の学習者に対して、VA シャド
ーイング法が漢字の「読み方」の学習をより効果的に促進できるかどうかを調査した。漢字の学
習には意味、表記、発音の三つの側面が関わる。日本語学習者は、表意文字（漢字）と二種類の
音節文字（ひらがなとカタカナ）の三種類の表記文字を学ばなければならない。さらに、漢字の
発音は文脈によって異なるため、学習者は一つの漢字文字に複数の発音を覚えなければならな
い。この研究では、大学生を対象とした先行研究に基づいて、漢字の「読み方」の学習に対して、
VA シャドーイング法と VV シャドーイング法について、より効果的に学習する条件はどちらかを
比較検討した。VA シャドーイング法では、漢字と音声で示される読み方を口頭で繰り返す学習
法である一方、VV シャドーイング法は、漢字と文字（ひらがな）で示された読み方を口頭で繰
り返す学習法である。その結果、従来の VA シャドーイング法は青年前期（日本語学習歴が長い）
にのみ効果があることが判明した。この結果を受けて、研究計画を見直し、学童期に効果的な VA
シャドーイング法開発に着手することにした。その第一段階として、学童期前期から学童期後期
の児童を対象とした、理科に関する日本語 VA シャドーイング教材（全 162 種類）を作成した。 
(2)フェーズ２（2020年度から 2023年度）で得られた成果について述べる。 
本来であれば、2020年度及び2021年度は、フェーズ１で作成した学童期の児童を対象とした、

理科に関する VA シャドーイング教材（全 162 種類）を用いて、新しい VA シャドーイング法開発
に着手する予定であった。しかしながら、コロナ禍の影響により、現地調査を見送った。そこで、
期間を 1年延長し、2022年度および最終年度（2023年度）に、開発した日本語 VA シャドーイン
グ教材について学童期の児童を対象とした調査を 2023年 9 月と 3 月にそれぞれ実施することが
できた。その結果、従来の VA シャドーイング法に加え、視覚的教材等による読み物に関する既
有知識の活性化を行うと、漢字の「読み方」の学習が促進される可能性があることが示唆された。 
 
本研究に関する研究成果のまとめと考察を以下に述べる。第一に、大きな成果は、VA シャド

ーイング法について、漢字の「読み方」の学習に対する効果が、大学生を対象とした先行研究と
は異なる結果を得たことである。当初の見通しでは、VA シャドーイング法は、学童期それも特
に学童期前期の児童に効果的だろうと予測していた。学童期前期の児童は、文字という概念を体
系的に学び始めたばかりの時期である。幼少期に音声を通じて言語を修得してきた学童期前期
の児童にとっては、習いたての文字（ひらがな）を介して漢字の「読み方」を学習するより、音
声と直接結びつけた方が、学習効果を期待できるであろうと予測していた。しかしながら、VA シ
ャドーイング法が効果を発揮したのは、青年前期の生徒であった。青年前期の生徒と学童期の児
童の違いは、大きく分けて２つある。一つ目は、青年前期の生徒は、学童期の児童と比較して、
日本語学習歴が長い分、日本語の聴解力が高い。二つ目は、青年前期の生徒は、学童期の児童と
比較して、認知力が高くまた、全ての事柄についての既有知識をより多く持っているということ
である。学童期の児童の聴解力を青年前期の生徒に近づけるためには、莫大な時間がかかる。そ
こで、本研究では、２つ目の違いに着目して、VA シャドーイング法に加え、既有知識を活性化
し、読み物の内容理解を促進させるための工夫を行うことにした。具体的には、既に母語で習っ
た内容（理科）について書かれた読み物を選択し、さらに、VA シャドーイング法を行う前後に、
図などの視覚的教材を交えた 10分程度の読み聞かせを実施することにした。その結果、VA シャ
ドーイング法を実施する前後に既有知識を活性化した条件と、そうでない条件とでは、前述の条
件の方が、漢字の「読み方」の学習を促進する可能性があることがわかった。 
 
 本研究の最終目標は、漢字の「読み方」の学習を促進するだけでなく、日本語の文章理解力を
向上させる新しい VA シャドーイング法を検証し、発達段階に応じた合理的かつ効果的な日本
語指導モデルを開発することであった。漢字の「読み方」の学習を促進するという点では児童期
から青年期を見通した指導法を開発できたといえる。しかしながら、開発した指導法が、日本語
の文章理解力を向上させるかどうかについての検討までは到達できなかった。今後の課題とし
ては、まず、開発した VA シャドーイング法が、文章全体の理解を深めているのかを検討する必
要がある。そのためには、本研究で作成した VA シャドーイング用教材や、Kintsch らの状況モ
デルに基づいた文章理解力テストを喫緊に開発し実証する必要がある。 
 また、先行研究では明らかになっていなかった、課題に対する既有知識の活性化が漢字の「読
み方」の学習を促進する可能性があるという新たな知見を得た。しかしながら、本研究では、課
題に対する既有知識の活性化がなぜ漢字の「読み方」の学習を促進するのかというメカニズムに
ついて解明することができなかった。本研究の調査対象は英語を母国語としている日本語の初
学者であり、漢字の「読み方」の学習を促進するほどの日本語（特に漢字）に関する既有知識を
豊富に持ち合わせているとは考えにくい。母語（英語）による既有知識がどのように漢字の「読
み方」の学習に貢献しているのかあるいは、別の要因なのかは定かではないが、この点を明らか



にできると、非漢字圏の日本語学習者に対するより効果的な漢字学習法を開発できる可能性が
あると考える。 
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